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ドレスト光子 (Dressed Photon, DP）[4]は、ナノスケールにおける光と物質の相互作用において

新規に発見された多くの現象を理解するために不可欠な概念である。この概念は、物理学および

一般的な工学における基本概念についての再吟味を促す。特に、「合成系」の概念およびミクロ・

マクロの関係の定式化の概念的・数学的発展に役立つと考えられる（その際、「ミクロ・マクロ双

対性」[5]の考えが重要な指針となる)。

本講演では、ドレスト光子の数理物理学的側面を、量子確率論（Quantum Probability)[1, 3]とい

う観点から考察する。量子確率論は、コルモゴロフが定式化した現代の（古典）確率論 [2]と、量

子論の双方をその一部として包含する、「一般化された確率論」の枠組みである。

講演者は、酒匂宏樹博士（新潟大学）とともに、量子古典対応の数理をこの量子確率論の枠組

みでとらえる研究を行ってきた [6]。その結果、量子古典対応における「逆正弦法則」とよばれる

確率分布が果たす重要な役割が明らかになってきた。さらにこの間講演者は、この数理がドレス

ト光子の理解にも役立つことを発見し、現在その内容を深化させつつある。

本講演では、ドレスト光子を量子確率論を通じてとらえることにより、この逆正弦法則がドレ

スト光子現象においても重要な役割を果たすことを示す。その応用として、ドレスト光子が「尖

端」に生ずる機構の普遍的な理解と、そこから示唆される新しい現象の予言について提起する。
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